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日
雄杉焼の魅力味わって
勝北陶芸の里
 指導者 山本 雄一さん
備前焼作家、県重要無形文化財保持者

　この地域では良質の陶土
が豊富に採れ、昔から焼き
物が盛んでした。ちょうど
10年前、町興しとして旧勝北町が陶芸の里を開
設。以来、備前焼の土とブレンドして焼き上げ
る「雄杉焼」が地元の愛好家のみなさんの手で
作られています。備前焼に比べ茶褐色なのが特
徴です。これはこの地の陶土に鉄分が多いため
で、独特の味わいを醸し出しています。
　地元を中心に約130人が参加する「雄杉会」
には年に何回も指導に訪れるのですが、その熱
心さには驚かされます。自分たちの作品を展覧
会や祭りに出品して日々腕を磨いていますよ。
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　コーヒーの当て字を初めて使ったの
は "日本近代科学の生みの親" と称さ
れる津山の洋学者「宇田川榕菴」。

※酸素、水素、元素も彼の造語
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ゆう  さん 　勝北陶芸の里は設備が充実
していて特に本格的な登り窯
や電気ろくろ（12台）が使え
るのは陶芸家には魅力。交通
の便も良く、周囲に豊かな緑
があるなど、１日中土ひねり
に没頭できる環境があります。
ぜひ利用してみてください。
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